
ときクリニック、ふたば復興診療所
（ふたばリカーレ）、鈴木繁診療所、
JFAメディカルセンター、蒲生歯科
医院、ならは薬局、（特養）リリー園

ふたば医療センター附属病院、とみ
おか診療所、富岡中央医院、さいとう
眼科、穴田歯科医院、さくら歯科医院

浪江町国民健康保険浪江診療所、
豊嶋歯科医院、山村デンタルクリニッ
ク

いいたてクリニック、あがべご訪問看
護ステーション、（特養）いいたてホー
ム

高野病院、訪問看護ステーション
たかの、馬場医院、新妻歯科医院、
広野薬局、（特養）花ぶさ苑

川俣町国民健康保険山木屋診療所

市立都路診療所、市立都路歯科
診療所、（特養）都路まどか荘

市立総合病院附属小高診療所、
もんま整形外科医院、半谷医院、
今村医院、今村歯科･矯正歯科医
院、小高調剤薬局、（特養）梅の香

川内村国民健康保険診療所、
（特養）かわうち

大熊町診療所

葛尾村診療所、葛尾歯科診療所
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1 復興・再生の現状と課題

(1) 避難地域の復興・再生
　県内の放射線量の状況については、平成 30（2018）年 3月までに面的除染が完了（帰還困難区域
を除く）したことなどにより、県内の空間線量率は大幅に低下し、世界の主要都市と同水準になって
います。
　また、避難指示の解除が進み、避難指示区域の面積は約 12%から約 2.4%へ減少しました。
　避難指示が解除された地域では、市町村それぞれの復興計画に基づき、まちづくりが進んでいます。
住民帰還は少しずつ進展しているものの、避難指示の解除時期の違い等により、居住人口の回復に差
が見られます。復興の状況は市町村ごとに異なっており、復興・再生に向けては、地域の状況を的確
に捉えながら、今後新たに顕在化する課題も含めて対応していく必要があります。

　原子力災害により避難を余儀なくされた地域（田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡
町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村をいう。以下「避難地域 12市町村」という。）
については、医療・介護提供体制の整備、子育て・買い物環境の整備・充実、物流機能の回復、治安
の確保、地域公共交通の整備・充実、防災体制の強化、荒廃抑制や国、県、市町村の連携による鳥獣
被害対策の強化など、「福島 12市町村の将来像」の実現に向けた取組が必要です。
　また、営農再開支援などの事業・生業の再生や、教育環境などの整備・充実にも取り組む必要があ
ります。
　これらの帰還環境の整備に加え、移住・定住の促進、交流・関係人口の拡大など新たな活力を呼び
込むための取組を進めていく必要があります。

　帰還困難区域の特定復興再生拠点区域については、引き続き、生活インフラの復旧や住居等の生活
環境の整備を着実に推進し、避難指示が確実に解除されるよう取組を進めていく必要があります。
　また、特定復興再生拠点区域外については、帰還意向のある全ての住民が早期に帰還できるよう、国、
市町村等と連携しながら、除染や生活環境の整備を進めていくとともに、帰還困難区域全ての避難指
示解除に最後まで責任を持って取り組むよう国に求めていく必要があります。

◆空間線量について

【空間線量率の推移・福島市】
■震災直後の空間線量率に比べると、自然減衰や除
染等により大幅に減少しました。

出典：海外の空間線量率については日本政府観光局

出典：福島県災害対策本部（暫定値）


